
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【学校教育目標】 ： 明るい未来を創造する 心豊かでたくましい生徒の育成 

http://www.town.ayagawa.kagawa.jp/ed/ayakami-j/ 

 

薫 風 （くんぷう） 
木々の新緑が鮮やかな季節になってきました。この時期、薫風（くんぷう）という言葉もよく使われ

ます。薫風とは、新緑の間を吹いてくる快い風をいいます。木々の若葉から若々しい生命力や新しい力

を感じる季節です。季節は１年のうちで最も変化の少ない、それでいて「生」を実感させる色彩と匂い

を持つ魅力ある時になっています。 

学校では、２３日（土）の春季運動会に向けての練習がはじまりました。行進・ダンス・ソーランな

どの全体練習をはじめとして、学級対抗種目の練習、係分担の打ち合わせと準備、等々。綾上中学校の

運動会は１人が何役も担当し、休みなく、演技と進行をこなさなければならないので、生徒も職員も大

変です。運動会は地域の方々がたくさん集まる学校行事です。大人たちには、地域の宝である若者のエ

ネルギーを感じ取ってもらえる中学生として、小学生には憧れとなる、かっこいい中学生を見せて欲し

いと思っています。どうぞ、ご家族そろって、ご近所も誘い合わせて運動会においでください。 

 

 

 

４月８日（水）の５校時に「桜まつり」がおこなわれました。１年 

生はやや緊張した表情ではありましたが、２・３年生の温かい出迎え 

を受け、和やかな雰囲気の中、部活動紹介が行なわれ、各部とも趣向 

を凝らし、与えられた時間を上手に使って自分たちの部のアピールを 

しました。新入生は仮入部期間を終え、４月３０日から本入部となり 

ました。１人１人が中学生として自覚を持ち、学習と部活動の両立に 

励んで欲しいと思います。なごやかな時間を過ごすことができ、運営 

をしてくれた生徒会のみなさんに感謝します。 

 

 

 ４月２６日（日）の４校時に授業参観を行い、たくさんの保護者の 

皆様に授業を見ていただきました。午後からは、ＰＴＡ総会と学年団 

ＰＴＡを開きました。総会では、平成２７年度のＰＴＡ役員改選と事 

業計画、予算についての審議がおこなわれ、会長、副会長（母親代表）、 

副会長（総務・研究委員長）、副会長（保体委員長）、副会長（校外補 

導委員長）がそれぞれ承認されました。 

２０１５年 ５月８日（金） 

綾上中学校 （第 ２６ 号） 緑緑がが丘丘だだよよりり  ５５月月 

和やかに新入生を迎える会 
 

 

授業参観・ＰＴＡ総会 

 

生徒会のマスコット 

｢サンちゃん｣のクイズ 

挑戦している吹奏楽部 

緊張している様子も 

少し見られた参観授業 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 今年の修学旅行は、東京方面に３泊４日の旅程で行ってきました。学年団のテーマは、｢ Let’s 

grow up！（成長して帰ってこよう）｣でした。学習地は、マザー牧場、国会議事堂、東京大空襲戦

災資料センター、上野公園内（班別研修）、夜の観劇・観戦、篠原風鈴本舗、皇居、東京ディズニーラ

ンド、東京スカイツリー、築地場外市場、全日空機体整備工場、等でした。 

１日目の千葉県マザー牧場は、雨降りでアトラクションの多くが中止になりましたが、その他は、

順調で、上野や東京スカイツリーでの班別研修や東京ディズニーランドもグループ活動もうまくでき

ました。班長を中心によく相談をしながらグループ活動ができ、仲間を気遣う姿を多く場面で見られ

ました。生徒の感想からも、「集団行動の大切さを学んだ」「協力することの大切さを実感した」「自分

の役割が果たせた」など、旅行を通して成長したこと、学習地で学んだこと、等々を読み取ることが

できました。楽しく、思い出多い修学旅行でした。  

 

綾上中学校では、朝の時間に NIE 活動を行っています。NIE(Newspaper in Education＝「エヌ・

アイ・イー」と読みます)は、学校などで新聞を教材として、新聞の記事やコラムから内容をまとめた

り、自分なりの意見を書いたりするものです。 

４月３０日（木）の３校時、２年１組が四国新聞社の記者さんの取材を受けました。授業は、昨年

の１１月１５日四国新聞に掲載された記事｢県内中高生、読書離れ深刻！｣をもとに、中高生の読書量

が減っている理由を考え、読書量を増やす自分なりの方法を考えるものでした。 

   

上のグラフは、２年生４０名が１か月間に読んだ本の冊数をまとめています。月に、１・２冊は本

を読んでいるという人が増え、３～８冊読んでいた人が少なくなっています。これは、部活動や宿題

などで読書をする時間が少なくなったことやテレビ・ゲーム・携帯電話等を使っている時間が多くな

ったことが原因として考えられ、読書量を増やす方法について話し合いました。詳しくは、四国新聞

の｢こどもニュース＆スポーツ｣の出前教室中学校訪問の記事をご覧ください。 

 

Let’s grow up！ 
～よく食べ よく泣き よく笑い BIG になって帰ってこよう～ 

県内中高生、読書離れ深刻！ 

 


